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山

政

今
後
の
林
業
経
営
に
つ
い
て

編

林

一
平
成
五
年
度
林
業
白
書
の
公
表

平
成
五
年
度
の
林
業
白
書
は
、
林
業
基
本
法
制
定
三
十
年
に
当
た
る

と
こ
ろ
か
ら
、
特
集
と
し
て
「
森
林
と
木
の
時
代
を
目
指
し
て
1

森

林
・
林
業
、
木
材
産
業
の
三
十
年
の
回
顧
と
展
望
」
を
取
り
上
げ
た
ほ

か
、
林
業
の
全
般
的
な
動
向
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
林
政
上
の
課
題
に
つ

い
て
記
述
し
て
い
る
。
全
体
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
本
誌
六
月
号
に
林

野
庁
企
画
課
の
加
藤
和
久
氏
に
よ
る
紹
介
記
事
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ

た
い
。
本
稿
で
は
、
林
業
生
産
活
動
の
中
核
を
な
す
べ
き
林
業
経
営
に

つ
い
て
、
白
書
の
記
述
を
手
掛
か
り
に
見
て
、
林
政
と
林
業
の
問
題
を

探
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
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太
か
ら
並
材
ま
で
の
多
様
な
木
材
を
生
産
す
る
と
と
も
に
、
集
材
機
・

ク
レ
ー
ン
車
を
導
入
し
間
伐
材
も
能
率
的
に
生
産
す
る
山
林
面
積
三
六

七
回
の
経
営
の
二
つ
の
事
例
を
あ
げ
、
「
林
道
な
ど
路
網
の
整
備
と
林

業
機
械
化
を
進
め
、
安
定
し
た
雇
用
労
働
の
確
保
に
努
め
、
造
林
か
ら

伐
採
・
搬
出
ま
で
一
貫
し
た
経
営
を
行
い
、
生
産
性
の
向
上
と
経
営
コ

ス
ト
の
低
減
を
重
視
し
た
林
業
経
営
の
展
開
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

中
小
規
模
層
を
中
心
に
、
自
家
労
働
を
主
体
と
し
て
労
働
集
約
な
施

業
と
農
業
等
と
の
複
合
的
な
経
営
を
行
う
「
農
業
等
複
合
型
経
営
」
に

つ
い
て
は
、
長
伐
期
高
品
質
材
、
優
良
大
径
材
生
産
、
桁
丸
太
生
産
を

行
う
三

O
M、
六

O
M
の
二
経
営
事
例
を
上
げ
、
林
道
網
の
整
備
を
進

め
、
中
小
の
汎
用
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
機
械
化
な
ど
を
促
進
し
、

自
家
労
働
主
体
に
森
林
施
業
を
行
い
、
森
林
資
源
の
整
備
に
努
め
て
ゆ

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
流
域
な
ど
の
特
徴
に
応
じ
て
、
ア

労
働
集
約
的
な
施
業
等
に
よ
り
外
材
と
の
差
別
化
が
可
能
な
付
加
価
値

の
高
い
高
品
質
材
の
生
産
、
イ
造
林
か
ら
伐
採
・
搬
出
ま
で
を
一
貫

し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
経
営
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
経
営
、
ゥ
林
床

を
利
用
し
た
し
い
た
け
栽
培
な
ど
特
用
林
産
物
の
生
産
や
農
山
村
で
有

利
な
生
産
が
可
能
な
作
物
を
中
心
と
し
た
農
業
等
を
行
う
複
合
経
営
に

取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

「
森
林
組
合
等
主
導
型
経
営
」
は
、
「
森
林
組
合
等
に
よ
る
林
家
等
へ

の
経
営
の
指
導
を
通
じ
、
そ
れ
ら
の
林
業
経
営
に
対
す
る
意
欲
を
喚
起

林山
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福?

島

康手

記号

ニ
白
書
の
「
林
家
の
林
業
経
営
」
に
つ
い
て

五
年
度
の
白
書
は
、
「
林
業
経
営
の
先
進
事
例
等
を
念
頭
に
置
き
、

お
お
ま
か
に
は
次
の
よ
う
な
類
型
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
①

林
業
主
業
型
経
営
、
②
農
業
等
複
合
型
経
営
、
③
森
林
組
合
等
主
導
型

経
営
に
分
け
て
優
良
事
例
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
経
営
の
目
指
す
べ
き

い
く
つ
か
の
方
向
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
ず
、
大
規
模
層
を
中
心
に
、
雇
一
用
労
働
を
主
体
と
し
て
林
業
を
主

業
に
継
続
的
な
生
産
活
動
を
行
う
「
林
業
主
業
型
経
営
」
に
つ
い
て
は
、

ヒ
ノ
キ
無
節
材
・
ス
ギ
天
然
し
ぼ
丸
太
の
優
良
材
生
産
経
営
、
素
材
生

産
・
販
売
は
森
林
組
合
と
い
う
山
林
面
積
一
四
四
回
の
経
営
、
磨
き
丸

す
る
一
方
、
森
林
組
合
に
対
す
る
森
林
施
業
の
委
託
や
森
林
整
備
法
人

と
の
分
収
造
林
契
約
の
締
結
の
促
進
等
に
よ
り
、
森
林
組
合
等
を
核

(
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
)
と
し
て
、
そ
の
下
で
流
域
の
林
家
等
が
一
体
と

な
り
、
大
中
規
模
の
林
業
経
営
と
同
等
の
経
営
の
合
理
化
を
目
指
す
。
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
森
林
組
合
の
事
例
と
し
て
は
、
施
業
の
団
地
化

(五

0
1七
o
h
)
を
推
進
し
、
そ
の
際
林
道
・
作
業
道
の
整
備
を
重

点
的
に
実
施
し
て
い
る
萩
原
町
森
林
組
合
、
作
業
道
の
開
設
と
高
性
能

機
械
の
導
入
に
よ
り
、
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
て
い
る
北
但
西

部
森
林
組
合
を
あ
げ
て
い
る
(
白
書
三
一
ペ
ー
ジ
)
。

こ
の
林
家
経
営
類
型
区
分
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
白
書
の
類
型
区
分

に
な
ら
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
六
十
一
年
度
は
、
経
営
タ
イ
プ
を

モ
デ
ル
で
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
②
に
つ
い
て
中
規
模
層
を
標
準
に
し

て
お
り
、
③
に
つ
い
て
、
小
規
模
層
を
中
心
に
、
委
託
請
負
わ
せ
を
主

体
と
し
て
間
断
的
な
生
産
活
動
を
行
う
経
営
(
小
規
模
経
営
)
と
し
て

い
る
。
平
成
五
年
度
白
書
は
、
経
営
類
型
を
所
有
規
模
で
分
け
る
の
で

な
く
、
質
的
規
定
と
し
て
い
る
。
③
に
つ
い
て
も
、
小
規
模
に
限
ら
ず

大
・
中
の
規
模
の
林
家
の
山
林
を
も
包
括
し
た
区
分
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
類
型
の
路
網
・
機
械
施
設
の
状
況
を
具
体
事
例
で
提
示
し
て
い
る
の

で
分
か
り
ゃ
す
く
な
っ
て
い
る
。

三
林
業
主
業
林
家
の
林
業
経
営
に
つ
い
て

こ
れ
ら
経
営
の
中
で
「
主
業
的
林
業
経
営
」
は
、
中
心
的
・
先
導
的
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役
割
(
五
十
六
年
度
・
六
十
一
年
度
白
書
)
を
担
い
、
積
極
的
な
マ

l

ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
展
開
を
、
場
合
に
よ
っ
て
は
製
材
工
場
や
市
場

等
の
経
営
を
行
い
、
経
営
多
角
化
を
図
る
こ
と
な
ど
も
期
待
さ
れ
て
い

る
(
平
成
五
年
度
白
書
)
。
林
業
経
営
の
先
端
を
走
る
経
営
体
は
会
社

形
態
の
も
の
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
林
家
で
あ
る
「
主
業
的
林
業
経

営
」
の
経
営
動
向
・
意
向
に
つ
い
て
、
農
林
水
産
省
統
計
情
報
部
「
林

業
経
営
に
関
す
る
担
い
手
層
の
動
向
調
査
」
(
平
成
四
年
度
)
の
林
家

調
査
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。
こ
の
調
査
は
、
九
O
年
セ
ン
サ
ス
の
林

業
事
業
体
調
査
に
お
け
る
林
家
の
う
ち
保
有
山
林
面
積
二
O
凶
以
上
の

林
業
主
業
林
家
を
対
象
に
し
て
い
る
(
平
均
保
有
山
林
面
積
九
四
国
)
。

こ
れ
ら
林
家
の
六
二
%
が
農
家
林
家
で
あ
り
、
主
に
山
林
労
働
を

行
っ
て
い
る
人
は
「
家
族
労
働
」
が
四
七
%
と
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い

る
。
山
林
の
保
育
作
業
の
実
施
状
況
は
、
十
分
実
施
し
て
い
る
四
一
%
、

十
分
に
実
施
で
き
な
い
五
六
%
、
実
施
し
て
い
な
い
二
%
、
実
施
で
き

な
い
理
由
は
自
家
・
雇
用
労
働
が
確
保
で
き
な
い
三
二
%
、
採
算
が
合

わ
な
い
二
九
%
、
資
金
の
余
裕
が
な
い
二
六
%
と
、
森
林
管
理
に
問
題

が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
林
業
経
営
を
続

け
て
い
る
理
由
は
、
林
業
経
営
と
し
て
成
り
立
つ
一
五
%
、
こ
れ
ま
で

手
を
入
れ
て
き
た
山
林
を
活
か
す
五
四
%
、
兼
業
だ
か
ら
や
っ
て
い
け

る
こ
二
%
、
他
に
有
利
な
産
業
が
な
い
一
四
%
、
先
祖
伝
来
の
山
林
を

手
放
せ
な
い
四
九
%
、
山
の
仕
事
が
好
き
二
一
%
で
あ
り
、
今
後
(
五

年
ぐ
ら
い
先
)
の
植
林
の
意
向
が
あ
る
五
六
%
、
植
林
を
す
る
理
由
は
、

林山

述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
林
業
経
営
の
優
良
事
例
と
類
型
区
分
の
考
え
方
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
継
続
性
を
重
視
し
、
今
後
を
展
望
す
る
事
例
を
考
え
た
い
と

思
う
。
と
り
わ
け
問
題
に
な
る
の
は
、
労
働
力
確
保
対
策
で
あ
る
。
こ

の
観
点
か
ら
す
る
と
、
本
誌
四
月
号
、
町
田
盛
輝
氏
「
若
年
労
働
力
確

保
に
明
る
い
見
通
し
林
業
労
働
力
育
成
確
保
の
優
良
事
例
紹
介
|
」

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
全
国
林
業
労
働
力
育
成
セ
ン
タ
ー
の
林
業
労
働
力

育
成
確
保
優
良
事
例
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
事
業
体
が
良
い
事
例
と
な
ろ
う

し
、
そ
の
記
事
に
見
ら
れ
る
「
審
査
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
」
な
ど
は
、

労
働
力
確
保
対
策
の
要
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
高
規
格
路
網
・
高
性
能
機
械
十
雇
用
労
働
力
の
労
働
組
織

の
組
合
わ
せ
に
よ
る
大
規
模
経
営
の
代
表
的
事
例
と
し
て
三
重
県
の
速

水
林
業
、
低
規
格
路
網
・
汎
用
中
小
型
機
械
+
自
家
労
働
力
を
中
心
と

す
る
小
規
模
労
働
組
織
の
組
合
わ
せ
の
中
規
模
経
営
の
代
表
的
事
例
と

し
て
大
阪
府
の
大
橋
慶
三
郎
氏
の
山
林
経
営
を
あ
げ
た
い
。
速
水
林
業

は
前
記
の
表
彰
事
業
体
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
紹
介
記
事
を
参
照
頂
き

た
い
。
大
橋
慶
三
郎
氏
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
本
誌
一
月
号
の
、
大
橋

慶
三
郎
氏
「
私
の
林
業
経
営
高
密
路
網
に
よ
る
高
収
益
間
伐
林
業
の

実
践
」
を
参
照
頂
き
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
補
足
し
て
お
き
た
い
。

速
水
勉
氏
は
「
作
業
員
K
関
し
て
は
、
適
応
力
の
高
い
森
林
作
業
技

術
者
の
養
成
に
努
力
す
る
と
共
に
、
作
業
員
自
身
に
対
し
て
も
技
術
者

'94・7林山

治
山
・
治
水
六
%
、
休
遊
山
林
の
活
用
二
二
%
、
資
産
形
成
二
四
%
、

引
き
続
き
定
期
的
な
収
入
を
得
る
五
二
%
と
な
っ
て
い
る
。
林
木
資
産

は
、
生
産
活
動
に
よ
っ
て
よ
り
高
い
生
産
性
を
あ
げ
る
こ
と
を
可
能
に

し
て
ゆ
く
資
本
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
森
林

経
営
が
、
生
産
活
動
を
伴
う
、
継
承
さ
れ
た
資
産
の
継
続
的
な
運
用
と

い
う
性
格
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
ら
調
査
に
も
表
れ
て
い
る
。
今

後
の
経
営
方
針
は
、
力
を
入
れ
る
四
九
%
、
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
三

二
%
、
力
を
入
れ
な
い
二
二
%
で
あ
る
。

問
題
と
な
る
あ
と
つ
ぎ
予
定
者
に
つ
い
て
、
決
ま
っ
て
い
る
と
し
て

い
る
林
家
は
七
O
%
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
同
居
と
別
居
は
半
々
、
あ
と

つ
ぎ
予
定
者
が
農
林
業
以
外
に
従
事
し
て
い
る
七
三
%
、
う
ち
決
ま
っ

た
勤
め
が
あ
る
五
四
%
で
、
平
均
一
・
五
人
の
平
均
年
齢
五
四
歳
の
家

族
員
林
業
従
事
者
が
引
退
す
る
こ
こ
一
O
年
先
辺
り
に
、
林
家
の
林
業

経
営
に
大
き
な
断
絶
が
起
こ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

林
業
機
械
の
利
用
希
望
状
況
を
見
る
と
、
利
用
し
た
い
六
一
%
、
利

用
希
望
機
械
は
、
林
内
作
業
車
三
一
%
、
動
力
枝
打
ち
機
二
一
%
、
高

性
能
機
械
二
O
%
、
機
械
を
導
入
す
る
上
で
の
主
要
な
問
題
点
は
、
価

格
が
高
い
、
林
道
が
未
整
備
、
規
模
が
小
さ
く
非
効
率
、
操
作
で
き
る

人
が
い
な
い
、
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
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四
林
業
経
営
の
新
し
い
方
向
に
つ
い
て

こ
の
調
査
結
果
を
示
し
た
上
で
、
白
書
の
記
述
に
い
く
つ
か
感
想
を

と
な
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
高
度
の
技
術
が
要
求

さ
れ
る
付
加
価
値
の
高
い
労
働
を
外
部
に
依
存
す
る
事
な
く
事
業
体
内

で
実
行
で
き
、
こ
れ
に
応
じ
た
水
準
の
高
い
労
働
費
用
の
支
払
い
が
可

能
に
な
る
。
作
業
員
に
と
っ
て
の
労
働
は
単
純
労
働
で
は
な
く
、
自
己

の
労
働
に
工
夫
を
こ
ら
し
変
化
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
人
間
性
豊

か
な
森
林
労
働
が
出
来
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
」
(
速
水
林
業
「
速

水
林
業
の
経
営
概
況
」
)
。
労
働
力
確
保
を
図
る
た
め
に
は
経
営
者
の
資

質
と
大
き
な
努
力
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
言
葉
の
中
に
如

実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

大
橋
氏
の
経
営
に
つ
い
て
も
、
一
言
述
べ
た
い
。
大
橋
氏
の
考
え
方

は
、
地
質
・
土
壌
・
植
生
な
ど
に
対
す
る
該
博
な
知
識
と
豊
富
な
経
験

に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
一
端
は
、
氏
の
著
書
「
路
網
を
生
か
し
た
間

伐
林
業
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
路
網
の
考
え

方
に
は
、
今
後
の
搬
出
技
術
に
対
す
る
展
望
の
問
題
も
関
わ
っ
て
様
々

あ
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
一
つ
の
極
限
的
な
方
式
が
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
う
。
高
密
路
網
と
機
械
に
よ
っ
て
作
業
は
一
人
で
も
実
施
で
き
、

労
働
力
は
家
族
で
も
よ
し
、
今
後
、
幾
つ
か
の
経
営
体
が
共
同
し
て
、

そ
れ
ら
の
作
業
を
こ
な
す
小
作
業
集
団
を
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

継
続
性
が
生
ま
れ
る
。
我
が
国
の
気
候
、
森
林
施
業
及
び
土
地
所
有
条

件
の
下
で
は
、
普
及
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

大
橋
氏
は
労
を
厭
わ
ず
各
地
に
技
術
指
導
に
出
て
お
ら
れ
る
が
、
氏

は
路
網
開
設
を
請
負
う
の
で
な
く
、
路
網
開
設
に
関
す
る
知
識
・
技
術
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を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
若
い
依
頼

者
と
の
広
範
囲
に
わ
た
る
会
話
と
自
然
に
対
す
る
洞
察
力
を
養
う
指
導

に
よ
っ
て
、
技
術
開
発
に
対
す
る
自
発
性
と
か
自
営
性
と
い
う
よ
う
な
、

山
林
経
営
者
と
し
て
の
基
本
的
な
資
質
の
醸
成
に
貢
献
し
て
い
る
。
最

近
は
、
門
戸
を
聞
き
そ
の
経
営
と
技
術
に
関
す
る
創
意
の
成
果
を
披
露

す
る
山
林
経
営
者
が
増
え
、
心
強
い
限
り
で
あ
る
。
新
た
な
技
術
段
階

の
担
い
手
は
、
今
の
と
こ
ろ
点
と
し
か
言
え
な
い
ほ
ど
少
な
い
数
に
過

ぎ
な
い
が
、
こ
れ
ら
経
営
者
達
の
活
動
を
通
し
て
そ
の
数
が
増
え
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

林山

五
林
家
経
営
の
現
状
に
つ
い
て

腰
だ
め
で
恐
縮
だ
が
、
現
状
で
、
優
良
な
人
工
林
蓄
積
を
持
ち
、
路

網
が
一
定
整
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
条
件
を
前
提
に
し
て
、
労
働
力
対

策
を
講
じ
、
雇
一
用
労
働
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
な
規
模
の
経
営
と

い
う
こ
と
と
な
る
と
一
、

O
O
O
M、
自
家
労
働
を
主
と
す
る
専
業
的

経
営
で
二

o
o
hの
山
林
面
積
規
模
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
規
模
は
、
年
を
追
い
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

か
つ
て
材
価
好
調
と
人
工
林
資
源
の
一
定
の
成
熟
化
を
背
景
に
林
家

の
林
業
経
営
に
専
業
化
す
る
林
家
が
増
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
立

木
価
の
低
落
、
労
賃
上
昇
に
よ
っ
て
、
林
業
経
営
は
再
び
兼
業
な
い
し

家
産
維
持
目
的
の
も
の
に
後
退
す
る
。
逆
戻
り
現
象
が
起
き
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
完
全
な
逆
戻
り
で
は
あ
り
え
な
い
。
林
業
依
存

く
政
策
、
い
わ
ゆ
る
基
本
法
林
政
は
そ
の
育
成
に
終
始
し
た
と
言
っ
て

よ
い
ほ
ど
森
林
組
合
は
林
業
の
中
心
的
な
担
い
手
の
地
位
を
与
え
ら
れ
、

助
成
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。
森
組
作
業
班
員
の
雇
用
の
長
期
化
・
安

定
化
が
図
ら
れ
、
旧
薪
炭
林
の
人
工
林
化
が
達
成
さ
れ
た
。

し
か
し
、

外
材
主
導
の
時
代
に
入
り
国
内
生
産
は
縮
小
に
向
か
い
、
作
業
班
員
の

高
齢
化
・
減
少
と
見
合
う
縮
小
均
衡
の
関
係
と
な
っ
て
、
鹿
謹
に
慣
れ

た
大
方
の
組
合
で
は
、
新
規
に
労
働
力
を
確
保
し
、
高
性
能
機
械
化
の

新
た
な
技
術
段
階
に
立
ち
向
か
う
力
量
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
林

野
庁
は
、
林
業
山
村
活
性
化
林
構
の
段
階
に
至
っ
て
素
材
生
産
業
者
を

担
い
手
の
一
翼
に
位
置
付
け
助
成
す
る
対
策
を
取
っ
た
が
、
素
材
生
産

業
に
対
す
る
助
成
策
は
十
分
と
言
え
な
い
。

当
面
の
中
心
的
課
題
は
人
工
林
間
伐
の
実
行
で
あ
り
、
素
材
生
産
の

高
い
生
産
力
を
発
揮
さ
せ
る
資
源
条
件
に
欠
け
る
。
か
つ
て
、
集
材

機
・
ト
ラ
ク
タ
の
導
入
が
奥
地
森
林
の
大
面
積
皆
伐
に
結
び
付
い
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
わ
け
だ
が
、
新
し
く
登
場
し
た
高
性
能
機
械
は

い
っ
そ
う
高
い
生
産
力
を
実
現
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
、

高
性
能
機
械
の
導
入
台
数
は
急
増
を
示
し
た
も
の
の
、
未
だ
七
五
二
台

に
過
ぎ
な
い
(
日
本
林
業
調
査
会
「
林
政
ニ
ュ
ー
ス
第
五
号
」
)
。
か
つ

て
と
異
な
り
、
主
要
な
生
産
対
象
が
、
ロ
ッ
ト
が
大
き
く
計
画
的
に
伐

採
さ
れ
る
国
有
林
・
公
有
林
で
な
く
、
零
細
な
私
的
所
有
の
下
に
あ
る

人
工
林
で
あ
り
、
新
規
の
植
林
が
償
わ
ず
、
労
働
力
も
無
い
た
め
、
林

家
が
皆
伐
を
望
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。
言
わ
ば
林
家
の
森
林
管
理
が
機

'94・7林山

度
の
高
い
林
家
で
、
一
時
凌
ぎ
に
再
生
産
費
も
償
わ
ぬ
皆
伐
を
し
、
資

本
を
食
い
潰
す
よ
う
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
一
方
、
中
規
模
林
家
層

に
素
材
生
産
に
進
出
す
る
一
貫
経
営
化
傾
向
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
自
家

労
働
力
に
依
存
す
る
度
合
を
高
め
る
な
ど
、
一
度
成
立
し
た
経
営
の
維

持
の
た
め
経
営
集
約
化
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
き
て
い
る
場
面
も
あ
る
。

こ
こ
で
必
要
な
の
は
、
経
営
意
欲
を
持
ち
、
積
極
的
に
事
態
の
打
開
に

努
め
よ
う
と
し
て
い
る
林
家
に
、
機
械
導
入
や
路
網
設
置
の
便
宜
を
与

え
る
な
ど
、
経
営
効
率
化
に
支
援
の
子
を
差
し
延
べ
る
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
。
前
記
し
た
調
査
は
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
い
ま
林
家
の
最
も
普
通
の
職
業
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

な
ど
勤
務
で
あ
り
、
世
帯
主
・
家
族
が
、
朝
晩
・
休
日
に
林
業
作
業
に

積
極
的
に
従
事
す
る
意
欲
を
高
め
る
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
よ
い
。

我
が
国
の
よ
う
な
気
候
・
所
有
条
件
の
下
に
あ
る
山
林
の
管
理
は
、
そ

れ
こ
そ
幅
広
い
林
家
層
の
労
働
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
い
ま
頑
張
っ
て
い
る
林
家
の
世
帯
主
達
の
努
力
、
意
欲
に

よ
っ
て
路
網
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
今
後
、
間
伐
な
ど
の
作
業
が
容
易
に

実
行
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

74 

六

森

林

組

合

に

つ

い

て

森
林
組
合
の
経
営
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
白
書
は
森
林
組
合
協
業
の

進
展
を
「
林
業
生
産
の
合
理
化
と
労
働
生
産
性
の
向
上
に
寄
与
し
て
き

た
」
と
し
て
い
る
。
白
書
の
国
会
提
出
を
定
め
た
林
業
基
本
法
に
基
づ

械
の
普
及
を
臨
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
機
械
が
林
家
が
望
ん
で
い
る

間
伐
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
機
械
導
入
は
促
進
さ
れ
る
。
決
め

手
は
路
網
で
あ
り
、
そ
れ
を
い
か
に
整
備
し
、
作
業
ロ
ッ
ト
を
い
か
に

纏
め
る
か
で
あ
る
。
こ
の
へ
ん
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
中
心
と
す
る
活
動
に

よ
っ
て
、
白
書
は
「
森
林
組
合
等
主
導
型
経
営
」
の
モ
デ
ル
に
萩
原

町
・
北
但
西
部
二
組
合
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
両
組
合
に
限
ら
ず
、
機
械
化
を
進
め
活
発
な
活
動
を
示
す
森
林

組
合
で
は
、
事
業
に
掛
か
る
前
に
土
木
機
械
を
使
い
、
路
網
を
積
極
的

に
整
備
し
て
い
る
。
森
林
組
合
の
ほ
か
、
意
欲
の
あ
る
経
営
体
・
事
業

体
に
土
木
機
械
を
備
え
さ
せ
、
路
網
開
設
に
関
す
る
技
術
・
知
識
習
得

の
た
め
研
修
を
行
う
機
会
を
設
け
る
措
置
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

一
ド
ル
一

O
O
円
少
し
の
円
高
で
痛
め
つ
け
ら
れ
た
あ
げ
く
、
道
路

交
通
法
の
改
正
に
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
の
過
積
載
の
取
締
り
が
強
化
さ
れ、

こ
れ
で
は
山
元
で
製
材
工
場
を
作
っ
て
加
工
品
を
運
ぶ
よ
う
に
し
な
い

限
り
、
林
業
の
生
き
る
道
は
な
い
な
ど
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。
そ
う

で
な
く
と
も
、
結
局
、
森
林
組
合
経
営
の
安
定
は
、
大
型
製
材
・
加
工

工
場
を
持
ち
市
場
経
済
の
中
で
企
業
的
な
展
開
を
遂
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
森
林
組
合
は
、
組
織
面
で
は
、
地
域

森
林
の
管
理
を
担
う
体
制
整
備
を
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
全
体
で
は
、

現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
い
か
に
も
大
き
い
。
抜
本
的
対
策
を
望
み
た
い
。

(
林
業
経
済
研
究
所
理
事
長
)
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